
環境委員会

【活動１】 脱炭素社会への転換にむけた消費者の役割の検討、意⾒形成、
普及
・エネルギー基本計画への意⾒形成

・・・「エネルギー基本計画学習会」を全国消費者団体連合会と共催
・脱炭素社会への転換を進める消費者のあり⽅の検討

・・・「連続講座カーボンニュートラルシリーズ」を東⽇本⽀部研修委員会と共
催

【活動２】 NACS持続可能な暮らしネットワークの構築
・持続可能な暮らしに関する活動を⾏っているNACS会員が、情報共有や交流を⾏い、連携を

図る
ための「ゆるやかなネットワーク形成」を⽬指し、メーリングリスト「サスひろば」を運

営。

【プロジェクト事業】 地域防災対話−⽯油の備えを考える−の開催
・⽯油の備えや災害時における情報の収集・提供について、NACS⽀部会員および地域の多様

な

≪202１年度の活動計画≫

≪活動⽅針≫ 持続可能な社会を⽬指し、多様な関係者と連携し、環境に配慮した暮ら
しを

可能とするための提案を⽣み出し、普及します。

委員⻑ ：村上千⾥ 担当理事：⼤⽯美奈⼦
副委員⻑：⻘⽊裕佳⼦、錫⽊圭⼀郎、⻄村直泰、根村玲⼦



【活動１】 新型コロナ禍を経た暮らしを考えるための勉強会の開催
⇒毒性学会からの依頼を受け、消費者が知りたい毒性情報について調査活動を実施

⽇本学術会議主催シンポジウムで発表（9⽉）→2021年度「学術の動向」に報告掲載
⇒資源エネルギー庁からの依頼を受け、福島第⼀原発事故汚染処理⽔の対応に関する

意⾒交換会を開催。（9⽉）
⇒10⽉政府の2050年カーボンニュートラル宣⾔を受け「カーボンニュートラルシリーズ」

を研修委員会と共催（2回実施）。（1⽉〜3⽉）
★達成度：コロナ関連では⼗分な活動ができなかったが、政府の動きを受け、タイムリーな意⾒交換
会及び

学習会を開催することができた。
★課題：せっかくの学習会の対象をNACS会員に絞ったこと。

【活動２】 NACS持続可能な暮らしネットワークの模索
⇒形式をメーリングリストとし、第⼀段階として環境委員会活動と接点のあった会員で

⽴ち上げた（3⽉）
★達成度：第⼀ステップをスタートすることができた。
★課題：事務局に負担を掛けないメーリングリストの登録⽅法を採⽤したが、それが

ハードルを上げる結果になっている感がある。

≪2020年度の成果と課題≫



エネルギー基本
計画の学習会

⾼村ゆかり⽒ 6⽉
資源エネルギー庁 8⽉

パブコメ 8〜9⽉

≪202１年度の活動≫



カーボンニュー
トラルシリーズ

③「住居」
⽥辺新⼀⽒ 7⽉

④「⾷」 11⽉
⑤「移動」 1⽉
⑥「まとめ」 3⽉

≪202１年度の活動≫


